葉月は朱雀学園高校に通う、お茶目で明るいテニス部の一年生である。
人を笑わせることが好きで、いつも周囲に気を使っている一方で本当の自分が出せない事を悩む、ごく普通の女子高生である。

葉月は母親と二人暮らし、看護師の母親の勤務は不規則で、葉月は幼少期から母親に自分が寂しい思いをしていない様にふるまい、明るく元気な女の子を演じていた。

そんな葉月が、同じテニス部の先輩でエースの鳴海雄二に恋心抱き始めたのは数か月前で、もんもんする日々を過ごしている。

今日も練習が終わり、いつもの帰り道を夕方の赤黄色い光を浴びながら自転車を走らせる葉月であった。

「あ～あ、今日も先輩の前でふざけちゃって、ホントに私何してんだろ！バカバカバカ」

そんな事を頭で考えながら、自転車のペダルに八つ当たりするように家路を急ぐ葉月だったが、フッとなじみの神社の鳥居が目に入ってきた。

「子供の頃、よくこの神社で遊んだよな～近所のさっちゃんと一緒に…」などと懐かしい気持ちと、微笑ましい気持ちの入り混じった気持ちが沸き上がった。

「そうだ、今日はお母さんも遅いし帰っても一人なんだっけ！」
「ちょっと神社でもよってみよっかな（＾＾）」

そう思った葉月は、鳥居の脇に自転車を止め、ペコリとあいさつをして鳥居をくぐった。

「こんな小っちゃかったけ？」

境内の真ん中に鎮座する小さな社殿は、西からの低い光を浴び更に古ぼけて見えた。

＜中略＞

Youtubeでもオカルト系のチャンネルを網羅している葉月だったが、まさか本当に宇宙人と遭遇するとは・・・
葉月は葛藤していた、逃げるべきか？もっと検証すべきか？
でも、震えで足が動かない。
